
MAYMAY20072007

５
NO. 381

平成19年（2007年）５月１日発行　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.misaki.osaka.jp/ 

特集 平成19年度 当初予算の公表………2・3

文化スポーツ情報…………………………4・5

図書だより・消防ダイヤル…………………6

議会だより……………………………………7

まちのできごと……………………………8・9

健康スケジュール……………………………10

お知らせ…………………………………11～15

piazza5とくとく情報………………………16

今
月
の
主
な
ペ
ー
ジ

特集のページ

平成19年度 当初予算の公表（2・3P）

表紙の写真：「ワカメって何色？」

　みなさんはとれたてのワカメの色をご存知ですか？「緑

色？」いいえ、茶緑色をしています。お湯にくぐらすと、

あっという間に緑色に変身するのです。

　この日、地域の方々の協力でワカメがり体験をさせてい

ただいた多奈川小学校２年生たちは、初めて手にするワカ

メに大感激！地元特産品の旬を味わった一日でした。



平成19年度
当初予算は です総　　額　149億8541万円

一般会計　　63億9000万円
総　　額　149億8541万円
一般会計　　63億9000万円
総　　額　149億8541万円
一般会計　　63億9000万円

　平成19年度の当初予算が決まりました。町全体の予算総額は149億8541万円で、対前年度8.2％の
減額です。また、町行政の根幹をなす基本的会計である一般会計は63億9000万円で、対前年度18.6
％の減額となりました。

●各会計の予算額

●一般会計の概要（一般会計当初予算の歳入および歳出の内訳）

〔単位：千円、％〕

特

別

会

計

企
業
会
計

合 計

一 般 会 計

会 計 区 分 平成19年度 当初予算額 平成18年度 当初予算額 増 減 額 増減率

住宅新築資金等貸付事業

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

下 水 道 事 業

介護保険（保険事業勘定）

淡 輪 財 産 区

深 日 財 産 区

多 奈 川 財 産 区

谷 川 財 産 区

小 計

住 宅 用 地 造 成 事 業

水 道 事 業

小 計

6,390,000 7,847,000

11,925 13,581

2,716,338 2,459,191

2,292,466 2,308,923

728,822 795,983

1,558,728 1,550,293

9,138 9,967

47,223 29,825

12,186 21,476

1,541 1,541

7,676,173 7,408,808

91,131 89,018

828,106 978,535

919,237 1,067,553

14,985,410 16,323,361

△1,457,000

△1,656

257,147

△16,457

△67,161

8,435

△829

17,398

△9,290

0

267,365

2,113

△150,429

△148,316

△1,337,951

△18.6

△12.2

10.5

△0.7

△8.4

0.5

介護保険（介護サービス事業勘定） 14,765 16,224 △1,459 △9.0

漁 業 集 落 排 水 事 業 283,041 201,804 81,237 40.3

△8.3

58.3

△43.3

0.0

3.6

2.4

△15.4

△13.9

△8.2

町債（4.4％）
2億7970万円

その他（1.9％）
1億2101万円

その他（2.7％）1億7572万円

譲与税・交付金（6.5％）
4億1370万円

使用料・手数料（2.7％）1億6921万円

消防費（5.1％）
3億2271万円

議会費（1.8％）
1億1198万円

繰入金（2.8％）
1億8132万円

国庫支出金（3.1％）1億9977万円

府支出金（5.7％）
3億6347万円

※歳入・歳出とも合計は、63億9000万円です。

歳入

自

主

財

源

財

源

依

存

町税（37.8％）
24億1697万円 民生費（27.6％）

17億6445万円

歳　出

公債費（18.6％）
11億8929万円

土木費（16.2％）
10億3688万円

総務費（10.5％）
6億7106万円

衛生費（8.9％）
5億7031万円

教育費（8.6％）
5億4760万円

諸収入（9.3％）
5億9485万円

地方交付税
（25.8％）
16億5000万円



● 施策体系別主要事業一覧

● 住民１人あたりの支出額

（＊は新規施策、数値は予算額）

〔単位：万円〕

〔単位：万円〕

〔単位：万円〕

〔単位：万円〕

〔単位：万円〕

自然のもとで、元気に安心して暮らせるまち自然のもとで、元気に安心して暮らせるまち

自然にふれあい、心豊かに暮らせるまち

自然を守り、安全で快適に暮らせるまち

自然と共生し、便利に暮らせるまち

　がん、肝臓疾患対策等のための各種検診の実施     　  1,805
　各種医療助成事業（乳幼児・老人・障害者・ひとり親） 　　1,550           
　高齢者・身体障害者住宅改造事業補助金            　450
　生活支援ハウス運営事業　　　　　　　　　　    1,320
　障害福祉サービスの実施　                             14,859
　放課後児童健全育成事業　                               2,161
　子育て支援事業（支援センター事業含む）　　  　 450
　児童措置事業　　　　　　                             11,174
＊地域福祉計画策定事業　　  　 　　　　　　　　　220
＊障害者自立支援制度円滑導入経費　　　　　　　　200
＊後期高齢者医療広域連合事業　　　　　　　　　　585

　スクールカウンセラー設置事業　　    　          　 113
　総合生活相談事業　　　　　　　　　　　　　      175
　進路支援事業　　　　　　　　　　    　          　 189
　子どもの安全対策事業　　　　　　　　　　　      492
　外国青年招致事業　　　　　　　　　　　　　    1,004
　小学校耐震改修事業　　　　　　　　　　　　    3,530
＊幼稚園3歳児保育の実施　　　　　    　          　  335

　漁港改修事業　　　　　　　　                         2,910
　地域活性化イベント開催補助金　　　　　　　　 　 40
　地域就労支援事業　　　　　　　　　　　　　      405
　有害鳥獣対策事業　　　　　　　　　　　　　　　650
　海釣り公園整備事業                    　　　　　　 5,979

　自然海浜保全事業の実施　                                 161
　分別収集事業　　　　　　　　                      14,913
　土砂災害情報システム整備事業（大阪府受託事業）　　  673
　不法投棄対策事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 46

　下水道事業の推進　                                      27,798
　路線バス対策補助金　                                     4,200
　公営住宅改修事業　                                   　　 730
　土砂採取跡地整備事業（大阪府受託事業）　　  46,000
＊特定交通安全施設等整備事業（大阪府受託事業）　    2,500
＊集会所整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　    　230

自然を生かして、いきいき魅力満載のまち

▼公債費とは、普通建設事業（健康ふれあいセンター

や岬中学校の建築など）を行うにあたって、一度に多

額の経費を必要とするため、通常、その経費の一部を

借入金で賄います。この借入金に対する元利償還をす

るための歳出を公債費と言います。

　みなさんにご負担いただいています町税や使用料のほか
国・府からの補助金等の歳入を、住民のみなさん、お１人
あたりの支出額に換算しますと33万7970円となります。

　平成19年度当初予算においては、歳入

の町税24億1697万円に対し、公債費は、

11億8929万円で、これに下水道会計にお

ける地方債借入金に対する一般会計からの

繰出金2億9877万円を加えた14億8806

万円は、町税収入の約61.6％に相当し、こ

の元利の償還が町財政を圧迫している要因

となっています。

支出額
内訳

高齢者・障害者
支援等の経費
62,418円
18.46％

町債の返還
のための経費
62,902円
18.61％

道路・河川
整備等の経費
55,001円
16.27％

農林水産業や商工業
の振興のための経費
9,024円　2.67％

住民の健康を
守るための経費
6,395円　1.89％

コミュニティ
支援のための経費
592円　0.18％

ゴミ処理・環境保全
のための経費

23,769円　7.03％

消防・防災対策
のための経費

17,242円　5.10％
行政運営の
ための経費
40,489円
12.00％

学校
教育
・

生涯学習
28,963円
8.57％

児童
福祉

その他　270円　0.08％

・
子育て支援
30,905円
9.14％

※お問い合せは、行財政改革課まで。　☎492－2780

 

町
長
コ
ラ
ム

四
季
彩
々

　
里
山
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
紫
色
の
藤
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
公
園
の
藤
棚
も
見
事

な
房
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
不
思
議
な
も
の
で
、
つ
い
半
月
前
ま
で
は
た
だ

の
枯
れ
枝
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
の
に
、
花
芽
が

膨
ら
ん
で
き
た
か
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
見
事

な
花
を
つ
け
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
。
ま
る
で
マ

ジ
ッ
ク
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
原
産
で
里
山
に
自
生
す
る
「
ヤ
マ
フ
ジ
」

は
そ
の
蔓
を
左
巻
き
で
木
に
か
ら
め
て
い
き
、
藤

棚
な
ど
に
仕
立
て
ら
れ
る
「
ノ
ダ
フ
ジ
」
は
右
巻

き
に
な
る
と
い
う
非
常
に
面
白
い
性
質
が
あ
り
ま

す
。

　
藤
は
そ
の
花
つ
き
が
美
し
く
、
古
来
よ
り
多
く

の
絵
画
の
画
題
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
藤
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
家
紋
の
種
類
も
多
く
、
現
在
確
認
さ

れ
て
い
る
も
の
で
８
８
３
種
だ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
大
津
絵
の
藤
娘
も
有
名
で
す
ね
。

　
藤
の
花
を
眺
め
な
が
ら
、
短
期
間
に
一
気
に
花

開
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
蓄

え
て
い
る
の
か
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
華
や
い

だ
時
期
を
過
ぎ
て
、
夏
の
日
差
し
を
葉
に
受
け
な

が
ら
、
植
物
た
ち
は
一
生
懸
命
次
の
世
代
の
準
備

を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
な
ん
だ
か
、
ど
こ
か
の

町
の
財
政
状
況
を
想
像
し

て
し
ま
う
の
は
、
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。



文化スポーツ情報
　
パ
ー
ト
Ⅰ
で
は
、
概
要
体
験
を
中

心
と
し
た
講
座
で
し
た
が
、
今
回
は

初
心
者
の
方
に
も
分
か
り
や
す
い
、

パ
ス
テ
ル
画
の
基
礎
講
座
を
実
施
し

ま
す
。

▼
と
き

　
５
月
25
日
（金）
〜
10
月
26
日
（金）
ま
で

の
第
２
・
４
金
曜
日
の
全
11
回

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
　
淡
輪
公
民
館

▼
講
師
　
飯
干
和
美

▼
定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物

　
１
回
目
〜
５
回
目
ま
で
は
特
に
な

し
。
６
回
目
か
ら
は
講
座
の
中
で
説

明
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　
５
月
10
日
（木）
よ
り
定
員
に
達
す
る

ま
で
。

▼
申
込
方
法

　
淡
輪
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
火
曜
日
は
休
館
）

▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
494
│
０
３
０
０

　
幅
広
い
年
齢
層
の
人
た
ち
が
共
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
機
会
で
す
。

　
ご
家
族
や
お
友
達
と
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
み
な

さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
５
月
26
日
（土）
　
雨
天
決
行

　
　
　
　
午
前
９
時
　
受
付
開
始

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
　
開
会
式

▼
会
場

　
岬
中
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
費

　
一
般
大
人
200
円
・
子
ど
も
100
円
　

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
料
含
む
）

▼
競
技
種
目

　
誰
で
も
楽
し
く
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
模
擬
店
を
出
店
す
る
予

定
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
　
岬
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
み
さ
き
タ
コ
ク
ラ
ブ
）

▼
共
催
　
岬
町
教
育
委
員
会
・
岬
町

体
育
指
導
員
協
議
会
・
岬
町
体
育
協

会
・
岬
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
岬
町

こ
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

▼
後
援
　
泉
南
地
区
５
市
３
町
教
育

委
員
会

▼
と
き
　
５
月
27
日
（日）

▼
集
合
場
所
　
南
海
『
孝
子
』
駅
前

▼
集
合
時
間  

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
間
厳
守)

▼
講
師
　
日
本
野
鳥
の
会
大
阪
支
部

　
　
　
　
　
研
究
部
　
中
村
進
先
生

▼
持
ち
物

　
弁
当
・
水
筒
・
帽
子
・
手
袋
・
筆

記
用
具
・
雨
具
・
双
眼
鏡
（
お
持
ち

の
方
）

▼
参
加
費
　
会
員
　
１
０
０
円

            

　
一
般
　
２
０
０
円

            

　
（
損
害
保
険
料
含
む
）

▼
備
考

　
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は
孝
子

小
学
校
で
室
内
例
会
を
行
い
ま
す
。

○
当
日
、
会
員
の
受
付
も
し
ま
す
。

　
年
会
費
　
本
会
員
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
家
族
会
員
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
準
会
員
　
　
５
０
０
円

▼
問
合
せ

　
　
中
谷
宅
　

☎
492
│
１
６
６
２

　
　
土
井
宅
　

☎
492
│
２
２
２
５

▼
主
催
　
み
さ
き
野
鳥
の
会

▼
後
援
　
岬
町
文
化
協
会

　
今
年
最
初
の
発
表
会
で
す
。
飛
び

入
り
参
加
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
み

な
さ
ま
お
誘
い
合
せ
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
５
月
20
日
（日）
　
午
後
１
時 

▼
と
こ
ろ
　
深
日
会
館

▼
問
合
せ
　
多
賀
井
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
☎
494
│
０
３
７
０

▼
主
催
　
岬
町
歌
謡
愛
好
会

▼
後
援
　
岬
町
文
化
協
会

　
今
回
は
、
淡
輪
小
学
校
の
学
校
林

か
ら
鳴
滝
峠
、
札
立
山
経
由
で
孝
子

ま
で
の
コ
ー
ス
で
す
。

▼
と
き
　
５
月
19
日
（土）

　
　
　
　
午
前
９
時
10
分

▼
集
合
場
所

　
ミ
ニ
ル
ー
プ
バ
ス

イ
ベ
ン
ト

パ
ス
テ
ル
画
体
験
講
座

　
　
　
　
　
パ
ー
ト
Ⅱ 

淡
輪
公
民
館
特
別
講
座

み
さ
き
ス
ポ
ー
ツ

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
！ 

み
さ
き
タ
コ
ク
ラ
ブ

野
の
花
と
出
会
う
会

岬
町
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議

◎とき　5月19日（土）午前9時30分～11時
◎ところ　淡輪公民館
◎曲名　花嫁人形・瀬戸の花嫁 ほか
※自由参加です。懐かしい歌を一緒に歌
いませんか。（参加費無料、クラブ入会
希望者は要会費）

童謡を“うたおう”のつどい童謡を“うたおう”のつどい童謡を“うたおう”のつどい童謡を“うたおう”のつどい

公民館登録クラブ「童謡をうたう集い」

第
　
回 

探
鳥
会

　
夏
鳥
を
求
め
て
！ 

み
さ
き
野
鳥
の
会

歌
謡
発
表
会 

岬
町
歌
謡
愛
好
会

75



　
　
「
み
さ
き
公
園
バ
ス
停
」
前

▼
参
加
費
　
300
円
（
保
険
代
ほ
か
）

▼
持
ち
物
　
弁
当
・
水
筒
・
帽
子
・

軍
手
（
山
歩
き
の
服
装
で
）

※
雨
天
中
止

▼
問
合
せ

　
岬
町
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議
　
　

　
　
　
岡
ま
で
　

☎
492
│
５
１
１
４

　
百
人
一
首
に
因
む
文
化
事
業
と
し

て
、
藤
原
定
家
縁
の
小
倉
山
麓
「
時

雨
殿
」
（
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

を
訪
れ
る
企
画
で
す
。

▼
と
き
　
６
月
10
日
（日）

▼
定
員
　
35
名
　

▼
参
加
費
　
４
８
０
０
円
（
バ
ス
代

・
入
館
料
・
昼
食
・
資
料
代
を
含
む
）

▼
申
込
受
付

　
５
月
15
日
（火）
、
午
前
10
時
に
受
付

を
開
始
し
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

※
参
加
者
に
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
先
　
岬
町
文
化
協
会
　

　
　
竹
中
ま
で
　

☎
492
│
０
５
６
９

●
和
紙
ち
ぎ
り
絵

　
５
月
18
日
（金）
、
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
、
淡
輪
公
民
館
で
。

【
連
絡
先
】
　
尾
和
ま
で

  

　
　
　
　
　
　
☎
492
│
１
３
０
５

●
み
さ
き
写
真
同
好
会

　
５
月
19
日
（土）
、
午
後
７
時
〜
９
時
、

淡
輪
公
民
館
で
。

●
マ
ン
ド
リ
ン･

ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
５
月
12
日
（土）
、
26
日
（土）
、
午
後
１

時
〜
５
時
、
淡
輪
公
民
館
で
。

　
５
月
10
日
（木）
、
17
日
（木）
、
24
日
（木）
、

31
日
（木）
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
、

孝
子
小
学
校
講
堂
で
。

●
コ
ー
ル
ア
ゼ
リ
ア

　
５
月
10
日
（木）
、
17
日
（木）
、
24
日
（木）
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
、
淡
輪
公
民

館
で
。

●
岬
自
然
散
策
会

　
熊
野
古
道
（
小
広
王
子
〜
発
心
門

王
子
）
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。
今
回
の

散
策
は
峠
越
え
の
３
か
所
が
や
や
険

し
い
程
度
で
歩
行
距
離
は
約
11
km
、

歩
行
時
間
は
４
時
間
半
程
度
で
す
。

▼
と
き
　
５
月
26
日
（土）
　

▼
集
合
時
間
　
午
前
６
時
50
分

▼
集
合
場
所

　
み
さ
き
公
園
駐
車
場
付
近

▼
持
ち
物
　
弁
当
・
水
筒
・
雨
具

▼
参
加
費
　
会
員
　
４
５
０
０
円

　
　
　
　
　
一
般
　
５
０
０
０
円

▼
申
込
締
切
　
５
月
18
日
（金）

【
申
込
先
】
瀬
戸
ま
で

　
☎
494
│
３
０
５
０
・
494
│
３
１
０
８

※
小
雨
決
行
。
６
月
は
、
近
江
八
景

（
堅
田
浮
身
堂
、
日
吉
神
社
他
）
を

散
策
し
ま
す
。

　
囲
碁
・
社
交
ダ
ン
ス
・
子
ど
も
茶

道
・
和
紙
の
ち
ぎ
り
絵
・
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
・
大
正
琴
・
英
会
話
（
中
級
）

・
文
化
箏
・
書
道
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
・
茶
道
・
卓
球
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・

太
極
拳
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
キ
ッ

ズ
ジ
ャ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・

源
氏
物
語
を
読
む
会
・
ボ
タ
ニ
カ
ル

ア
ー
ト
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
絵
手
紙
・

ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
・
生
花
・
料
理
・

民
謡
・
日
本
舞
踊
・
リ
フ
ォ
ー
ム

・
童
謡
・
煎
茶
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

ー
・
絵
画
・
カ
ラ
オ
ケ
・
俳
句

※
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
ご
希
望
の
方

は
、
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
て

い
る
た
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
ク

ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
494
―
０
３
０
０

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
や
安
全
確
保

に
熱
意
が
あ

り
、
次
の
活

動
が
少
し
で

も
可
能
な
町

民
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も

登
録
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
登
録
方
法
　
随
時
受
付

▼
登
録
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
492
│
２
７
１
５

平
成
　 

年
度
　
淡
輪
公
民
館

19

登
録
ク
ラ
ブ
の
紹
介

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　 

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

毎月 8日は
「こども安全デー」

町内のこどもを犯罪から守るため
登下校時に通学路周辺や身近なところで
こどもたちを見守ってください。
みなさまのご協力をお願いします。

岬町教育委員会

※行政番組に関するお問い合わせ
　は、秘書課☎492－2769まで。

※ケーブルテレビに関するお問い
　合わせは、J:com関西りんくう
　局☎0120－089－344まで。

▼と　き　５月20日（日）

　　　　　午前11時30分開場／正午開演

▼ところ　阪南市立サラダホール（大ホール）

▼入場料　無料（出場者：70組、司会：福田典子）

▼主　催　ふれあい歌謡フェスティバル実行委員会

▼後　援　多奈川地域協議会・淡輪地域協議会

▼問合せ　実行委員会事務局　☎494−1508

「わくわく！りんくう」放送番組！「わくわく！りんくう」放送番組！

5/1～5/31放送

① 11：00～11：20

② 16：00～16：20

③ 24：00～24：20

カ
ル
チ
ャ
ー

人
材
銀
行
に
よ
る
講
座

岬
町
文
化
協
会

京
都
嵐
山
「
時
雨
殿
」

   

見
学
ツ
ア
ー
開
催
！

岬
町
文
化
協
会

①
通
学
路
や
危
険
な
場
所
に
立

　
っ
て
い
た
だ
き
「
あ
い
さ
つ
」

　
や
「
声
か
け
」
な
ど
の
見
守

　
り
活
動

②
校
区
の
巡
回
活
動
及
び
小
学

　
校
内
の
巡
回
活
動
（
学
校
長

　
の
要
請
時
）

③
不
審
者
情
報
が
あ
っ
た
と
き

　
の
見
守
り
活
動

第8回　ふれあい歌謡フェスティバル

「このまちで生きる」
水島諭子　今の自分を見つめ、悩み、そして…



　
み
な
さ
ん
は
、
道
路
や
歩
道
な
ど

で
「
消
火
栓
」
「
防
火
水
槽
」
と
書

か
れ
た
鉄
の
ふ
た
や
マ
ン
ホ
ー
ル
、

ま
た
赤
い
円
筒
形
の
も
の
を
見
か
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
ら

は
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
消
防
隊

が
使
用
す
る
消
防
水
利
で
す
。
消
防

署
で
は
、
消
防
水
利
の
点
検
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

付
近
に
車
が
止
ま
っ
て
い
て
、
点
検

で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
水
利
の
近
く
に
車
が
止
ま
っ

て
い
る
と
、
点
検
で
き
な
い
だ
け
で

は
な
く
、
火
災
が
発
生
し
た
時
に
肝

心
の
消
防
水
利
が
使
用
で
き
ず
、
小

火
で
消
し
止
め
ら
れ
る
火
災
も
大
火

に
な
り
、
損
害
も
大
き
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
狭
い
道
路
で
は

通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
消
防
車
や
救

急
車
な
ど
の
到
着
が
遅
れ
、
尊
い
生

命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、

次
の
場
所
で
の
駐
車
は
道
路
交
通
法

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
消
防
水
利
か
ら
５
ｍ
以
内

②
車
両
の
右
側
の
道
路
上
に
3.5
ｍ
以

上
の
余
地
の
な
い
狭
い
道
路

③
消
防
機
械
器
具
置
き
場
（
消
防
車

庫
等
）
の
側
端
、
ま
た
は
こ
れ
の
道

路
に
接
す
る
出
入
口
か
ら
５
ｍ
以
内

④
火
災
報
知
器
か
ら
１
ｍ
以
内

　
消
防
署
で
は
、
消
防
水
利
の
近
く

に
標
識
を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
消

防
隊
の
活
動
に
支
障
と
な
る
よ
う
な

駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
本
町
が
安
全
で
住
み
や
す
い
町
で

あ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
岬
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　

☎
492
│
０
１
１
９

１19
ダイヤル

岬消防署

１19
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の

　
付
近
は
駐
車
禁
止
で
す

図　書

だより

図　書

だより

図　書

だより

図　書

だより

　　
今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
健
康
で
長

生
き
は
、
難
し
く
な
い
。
「
が
ん
ば

ら
な
い
」
の
ド
ク
タ
ー
鎌
田
が
ど
う

し
て
も
書
き
た
か
っ
た
最
強
健
康
本
。

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
老
化
の
止
め
か

た
。
生
活
習
慣
病
の
デ
パ
ー
ト
に
な

る
か
、
元
気
で
幸
せ
な
ス
ー
パ
ー
老

人
に
な
る
か
、
ほ
ん
の
少
し
の
差
で

す
。
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
な
ら
な
い
た
め
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー

ジ
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
物
語
が
お
好

み
の
方
や
、
ド
キ
ド
キ
は
ら
は
ら
が

苦
手
な
方
も
。
不
運
と
不
幸
、
て
ん

こ
も
り
！
あ
ま
り
の
可
哀
想
さ
に
世

界
中
で
怖
い
の
が
好
き
な
子
ど
も
達

に
人
気
沸
騰
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
つ

い
に
日
本
上
陸
！

　
覚
え
や
す
く
、
ど
こ
で
も
使
い
た

く
な
っ
て
し
ま
う
深
み
の
あ
る
言
葉
、

そ
れ
が
名
言
。
名
言
は
、
記
憶
し
て

い
ろ
ん
な
機
会
に
思
い
出
す
か
ら
こ

そ
価
値
が
あ
る
。
子
ど
も
達
に
こ
の

本
の
名
言
を
書
か
せ
て
欲
し
い
。
色

紙
に
書
い
た
言
葉
は
簡
単
に
は
忘
れ

な
い
。

※
貸
し
出
し
券
の
更
新
を
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
探
し
て
い
る
本
が
見

つ
か
る
か
も
・
・
・
。

本

の

紹

介

☆
世
に
も
不
孝
な
で
き
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
１
〜
11

著
者
　
レ
モ
ニ
ー
・
ス
ニ
ケ
ッ
ト

訳
者
　
宇
佐
川
晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
草
思
社

☆
子
ど
も
版
声
に
出
し
て

　 

読
み
た
い
日
本
語
１
〜
12

編
著
　
齋
藤
　
孝

　
　
　
　
草
思
社

☆
ち
ょ
い
太
で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

著
者
　
鎌
田
　
實

　
　
　
　
集
英
社

日 月 火 水 木 金 土

4 5

6 7 8

1 2 3

9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

５
月
の
図
書
カ
レ
ン
ダ
ー

　
○
は
淡
輪
公
民
館
図
書
室
休
み

　
色
字
は
ア
ッ
プ
ル
館
休
み

31

　５月３日の憲法記念日を中心とする５月１日～７

日までは憲法週間です。憲法を改正するとか、守ら

ねばならないとかさまざまな意見がありますが、そ

れでいて憲法の全文を読んだことのある人は少ない

のではないでしょうか。憲法週間を機に一度憲法の

全文を読んでみてはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　人権推進課

憲法週間 ～くらしの中に人権意識を～



　
平
成
19
年
第
１
回
定
例
会
が
、
３

月
６
日
〜
23
日
ま
で
の
18
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
公
明
党
の
川
端
啓
子

議
員
が
会
派
代
表
質
問
（
福
祉
・
子

育
て
支
援
施
策
・
男
女
共
同
参
画
社

会
・
教
育
・
環
境
・
防
災
・
住
民
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
）
を
行
い
、
一
般

質
問
は
田
島
乾
正
議
員
（
人
事
）
、

中
原
晶
議
員
（
町
長
の
施
政
方
針
に

つ
い
て
・
福
祉
行
政
に
つ
い
て
・
地

域
振
興
に
つ
い
て
）
の
２
議
員
が
行

い
ま
し
た
。

　
今
期
定
例
会
に
お
け
る
議
決
事
項

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

1
日
　
空
港
対
策
跡
地
利
用
促
進
委
員
会

2
日
　
大
阪
府
町
村
議
長
会
定
期
総
会

5
日
　
農
業
委
員
会

6
日
　
定
例
会
（
1
日
目
）

  

〃 

　
全
員
協
議
会

7
日
　
定
例
会
（
2
日
目
）

8
日
　
事
業
民
生
委
員
会

9
日
　
総
務
文
教
委
員
会

12
日
　
事
業
民
生
委
員
会

14
日
　
岬
町
国
民
保
護
協
議
会

16
日
　
事
業
民
生
委
員
会

20
日
　
例
月
出
納
検
査

22
日
　
6
役
会
議

23
日
　
議
会
運
営
委
員
会

  

〃 

　
全
員
協
議
会

  

〃 

　
定
例
会
（
3
日
目
）

  

〃 

　
全
員
協
議
会

26
日
　
南
大
阪
湾
岸
南
部
流
域
下
水

　
　
　
道
組
合
例
月
出
納
検
査

※
こ
の
他
、
小
・
中
学
校
卒
業
式
を

は
じ
め
、
様
々
な
地
域
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。

みさき町議会みさき町議会みさき町議会

　
月
の
定
例
会
の
報
告

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
次
）の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
）補
正
予
算（
第
３
次
）の
件

可
決

非
常
勤
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
件

可
決

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
件

撤
回

岬
町
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
海
釣
り
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

養
護
学
校
新
設
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

可
決

２
０
０
８
年
関
西
サ
ミ
ッ
ト
の
実
現
な
ら
び
に
大
阪
で
の
首
脳
会
合
開
催
を
求
め
る
決
議（
案
）

可
決

岬
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
行
政
財
産
の
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

町
道
路
線
の
認
定
の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
次
）の
件

可
決

岬
町
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
条
例
を
制
定
す
る
件

可
決

阪
南
市
泉
南
市
岬
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
協
議
の
件

可
決

阪
南
市
泉
南
市
岬
町
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
協
議
の
件

3

議
会
の
　
月
の
活
動

3

18

報
告

専
決
処
分
の
報
告
の
件（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
）

18

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
次
）の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
次
）の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
一
般
会
計
予
算
の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
の
件

19191919

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
件

19

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
）予
算
の
件

19

22

19

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
介
護
保
険
特
別
会
計（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）予
算
の
件

19

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
次
）の
件

18

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
深
日
財
産
区
特
別
会
計
予
算
の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
多
奈
川
財
産
区
特
別
会
計
予
算
の
件

1919

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
谷
川
財
産
区
特
別
会
計
予
算
の
件

19

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
住
宅
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算
の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
水
道
事
業
会
計
予
算
の
件

1919

可
決

工
事
請
負
契
約
締
結
の
件（（
仮
称
）
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
）

可
決

工
事
請
負
契
約
中
変
更
の
件（
小
島
漁
港
漁
業
集
落
排
水
第
１
期
工
事
）

可
決

工
事
請
負
契
約
中
変
更
の
件（
公
共
下
水
道
汚
水
管
埋
設
工
事（
　
│
７
））

可
決

工
事
請
負
契
約
中
変
更
の
件（
多
奈
川
東
畑
地
区
土
砂
採
取
跡
地
水
路
等
整
備
工
事（
そ
の
３
））

可
決

工
事
請
負
契
約
中
変
更
の
件（
多
奈
川
東
畑
地
区
土
砂
採
取
跡
地
水
路
等
整
備
工
事（
そ
の
４
））

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
淡
輪
財
産
区
特
別
会
計
予
算
の
件

19

件
　
　
　
　
名

結
果

会議録を岬町ホームページにアップ
ロードしました！また、役場１階の
情報公開コーナーでも閲覧できます。
どうぞご利用ください。

です

こんにちは

18

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
の
件

1818



　岬町体育協会（昭和42年設立）が今年で設立40周年を迎えるにあたり、３月18日（日）に淡輪公民館で、多

数の来賓と関係者の方々が出席され記念式典が開催されました。

　式典の冒頭では、昨年11月に亡くなられた辻前会長のご逝去を悼み黙祷を行い、式典では、永年にわたり岬町の

体育振興に貢献された協会関係者に町長から特別表彰・功労表彰が、教育委員会及び体育協会会長から感謝状と記

念品が、それぞれ贈呈されました。また、式典終了後に海風館で行われた祝賀会では、関係者のみなさんが40年の

歴史をふり返り、思い出話などを語り合いお祝いをされました。

　今回、記念誌の発行と式典・記念行事を盛大に開催することができましたのは、実行委員会のみなさまのご尽力の

賜物です。委員のみなさまには大変ご苦労様でした。今後も設立50年をめざし、体育協会の益々のご発展と役員のみ

なさまのご活躍をご期待します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会

　淡輪老人福祉センターの横に介護予防拠点となる施設が完成しま

した。高齢者が気軽に利用でき、地域の方々と交流できるよう、運

動による健康づくり「元気でまっせ体操」の普及を図るほか、地域

団体や住民のみなさまの協力を得ながら、

地域全体でさまざまな介護予防事業に取

り組んでいきます。

　どうぞ、お気軽にご利用ください。

▼問合せ

　淡輪老人福祉センター　☎ 494－ 1750

岬町体育協会設立40周年記念事業が開催されました！

　
み
な
さ
ん
は
、

淡
輪
の
あ
た
ご

山
に
展
望
台
が

あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う

か
？

　
「
あ
た
ご
山

展
望
台
」
は
、

大
阪
湾
を
一
望

で
き
、
遠
く
に

は
淡
路
島
や
明

石
海
峡
大
橋
、

関
西
国
際
空
港

な
ど
を
望
む
こ

と
が
で
き
る
絶

好
の
ス
ペ
ー
ス

で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
理
由
で
訪

れ
る
人
た
ち
も
段
々
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
「
こ
ん
な
絶
好
の
ス
ペ
ー
ス
を
忘
れ
て
は
ダ
メ

だ
」
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
も
っ
と
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
思
い
を
持
っ
た
有
志
の
方
２
名
に
よ

り
、
施
設
内
に
あ
る
「
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
マ
ス
ト
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
」
と
「
外
周
約
70
ｍ
あ
る
手
摺
り
」
に
塗
装
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
お
か
げ
で
、
辺
り
一
面
が
見
違
え
る
よ
う
に
明

る
く
な
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
「
あ
た
ご
山
展
望
台
」

を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘
書
課

◆
町
長
　
特
別
表
彰

　
辻
　
　
彰
三
・
松
本
惠
美
子

　
榎
本
　
幸
枝
・
南
　
　
喜
作

　
川
邊
　
里
司
・
北
澤
み
ち
よ

◆
町
長
　
功
労
表
彰

　
松
田
　
正
三
・
茂
野
眞
知
子

　
辻
口
　
幸
人
・
杉
谷
　
友
久

　
楠
原
　
健
司
・
太
田
サ
ヨ
子

　
大
里
　
四
郎

◆
教
育
委
員
会
　
感
謝
状

　
三
浦
　
由
美
・
高
垣
　
吉
彦

◆
体
育
協
会
会
長
　
感
謝
状

　
松
本
　
郁
子
・
谷
野
　
久
弥

　
阿
久
根
正
宏
・
中
村
　
淳
悟

　
山
下
二
三
夫
・
木
村
　
和
子

　
酒
井
　
　
孝
・
吉
川
　
典
子

　
野
出
　
時
子
・
古
橋
　
清
治

　
塩
崎
　
明
生
・
山
岡
　
恒
雄

　
福
田
　
孝
志
・
久
保
　
良
一

　
奥
野
　
佳
子
・
志
水
　
民
生

　
北
野
　
孝
美
・
由
村
マ
サ
子

　
中
西
　
正

　
第
二
阪
和
国
道
、
岬
町
深
日
ラ
ン
プ
〜
和

歌
山
市
大
谷
ラ
ン
プ
間
が
、
平
成
19
年
３
月

30
日
付
で
整
備
区
間
に
指
定
さ
れ
、
岬
町
域

に
お
け
る
全
区
間
が
整
備
区
間
（
事
業
化
区

間
）
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
順
次
事
業
に

着
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
整
備
区
間
…
事
業
着
手
に
向
け
予
備
設
計

　
等
を
進
め
る
区
間

　
　
　
第
二
阪
和
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課

あ
た
ご
山
展
望
台

　
が
美
し
く
な
り
ま
し
た
！

あ
た
ご
山
展
望
台

　
が
美
し
く
な
り
ま
し
た
！

あ
た
ご
山
展
望
台

　
が
美
し
く
な
り
ま
し
た
！

あ
た
ご
山
展
望
台

　
が
美
し
く
な
り
ま
し
た
！

「
第
二
阪
和
国
道
」

　
整
備
区
間
指
定
に
つ
い
て
！

介護予防拠点施設が完成しました！介護予防拠点施設が完成しました！介護予防拠点施設が完成しました！介護予防拠点施設が完成しました！

ま
ち

の



◆関空のメールマガジンがスタート！

　新施設や新サービスのお知らせやイベン

ト情報など、関空の最新情報をお届けしま

す。登録は関空ホームページから受付中で

す（登録無料）。

　▼問合せ：関西国際空港（株）

　　　　　　広報グループ　☎455－2201

　関空連絡橋でETCをご利用いただけるよ

うになりました。ご旅行や関空でのイベン

トへの参加など、みなさまお誘い合わせの

上、関空にお越しください。

　▼問合せ：道路管理所　☎455－2278

　高森山は、岬町の町歌（作詞：黒川早苗氏）にも謳われている山

で、標高は284.5ｍです。

　以前から訪れる登山者が多く、十数年前には多奈川財産区管理会

により、サクラ、モミジ、ツツジ等が沿道に植えられ、立派なハイ

キングコースを作ってくださっていました。しかし、近頃では、台

風やイノシシの被害、一部の心ない登山者などによるマナーの悪さ

などで登山道が荒廃していました。何とかできないかと思いを募ら

せる中、今回、多奈川財産区管理会の山下孝男委員長や委員のみな

さんの助言・協力のもと、平本一男氏、茂野正夫氏に特にご尽力を

いただき、新しく道をつけたり、道標を設置したりして整備するこ

とができました。

　登山道の周辺には、ヤマザクラの巨木やウツギ（ユキノシタ科）

の自生も多く、美しい花もたくさん見られます。登山される方は、

多奈川「楠木橋」バス停留所で下車、西畑方面へ少し歩き、不動橋

を渡り不動谷川に沿って進んでください。また、奥の不動谷口池か

らも登れます。ぜひ一度、散策に訪れてください。

　　　　　　　　　　　　　　　岬町文化協会　岬町自然愛護会

▼日時　５月26日（土）

　　　　午後１時開始

▼場所　泉佐野市立文化会館

　　　　「泉の森ホール」

▼入場　無料・申込不要

▼主催　（財）国際教育振興会

　　　　国際交流基金

　　　　大阪府国際交流財団

　　　　泉佐野市

▼問合せ　関西国際センター

　　　　　総務課　☎490－2601

　
昨
年
10
月
に
開
催
し
ま
し
た
岬
町
俳
句
＆
ハ
イ
ク
を
き

っ
か
け
に
誕
生
し
た
、
淡
輪
公
民
館
の
俳
句
講
座
受
講
の
み

な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

 

　
ピ
ン
球
の
は
じ
け
る
音
や
床
の
冷
　
　
　
羽
畑
　
貫
冶

 

　
一
体
は
ま
だ
残
し
た
き
雛
納
　
　
　
　
　
南
　
千
夜
子

 

　
早
蕨
の
湿
り
残
れ
る
た
な
ご
こ
ろ
　   

　
中
村
　
静
子

 

　
一
駅
を
歩
い
て
も
ど
る
梅
日
和
　
　
　
　
森
本
　
恵
子

 

　
掬
ひ
て
は
ま
た
湯
に
か
へ
す
春
の
月
　
　
久
堀
　
博
美

 

　
そ
っ
と
手
を
合
せ
て
お
れ
り
雛
流
し
　
　
山
下
　
佳
子

 

　
点
滴
を
は
づ
し
て
春
の
来
た
り
け
り
　
　
小
島
　
直
美

 

　
さ
ざ
波
や
鴨
に
帰
心
の
き
ざ
し
け
り
　
　
吉
村
　
啓
子

 

　
荒
波
の
音
を
聞
き
つ
つ
湯
に
つ
か
る
　
　
吉
川
美
恵
子

 

　
遠
く
ま
で
花
芽
四
方
に
広
げ
け
り
　
　
　
澤
本
　
祐
子

 

　
約
束
の
母
を
待
ち
た
る
彼
岸
か
な
　
　
　
橋
爪
　
隆
子

 

　
三
つ
編
み
を
き
つ
く
結
び
て
卒
業
す
　
　
岩
崎
　
和
子

 

　
摘
み
草
や
日
暮
る
こ
と
を
忘
れ
お
り
　
　
甲
斐
　
浩
子

※
こ
の
講
座
は
、
４
月
か
ら
「
み
さ
き
俳
句
ク
ラ
ブ
」
と
し

て
、
淡
輪
公
民
館
で
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
俳
句
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
一
度
ク
ラ

ブ
の
様
子
を
見
学
に
き
て
く
だ
さ
い
。
毎
月
第
３
日
曜
日
、

午
後
１
時
〜
３
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館
　

☎

494
│
０
３
０
０

高森山ハイキングコース開通関空NEWS

み
さ
き
俳
句
ク
ラ
ブ
　
作
品
紹
介

第48回
外国人による
日本語弁論大会

　老後を仲間と楽しく、「生きがい」と「健康づくり」をと淡輪

長生会（老人クラブ）６班にグランドゴルフ部を創設してから８

年がたちました。

　最初は、一日でも長く介護の世話にならないようにと、老後の

健康維持を心がけ厳しい寒さや、酷暑も厭わず練習に励んできま

した。

　80歳以上15人の会員のみなさまに元気溌剌になる秘訣はと尋ね

ますと、練習後のクラブハウスでの「一杯のコーヒー」にありと

答えが返ってきました。

　この場所で、昔話に花が咲き、気も心も元気になり「このコー

ヒー」を飲んでいるかぎり、介護のお世話にならないを合言葉に

今日も練習に励んでいます。

がんばっています！『みさき創り』 　ｖｏｌ.2わたしたちの

一杯のコーヒーで元気溌剌
はつらつ

いと

はつらつ

◆関空連絡橋、ETCサービス開始！

で

き ご と



健 康 ス ケ ジ ュ ー ル

保健センター
☎ 492‐2424・2425予 防 接 種

子 ど も の 健 診 ＆ 相 談

健 康 相 教 室談 ＆ づ く り健 康

乳幼児育児・健康相談

保健師健康相談

健 診 ・ 相 談 の 種 類

対　　　象

日 時 ・ 受 付 ・ 次 回 健 診 日 場　　所

場　　所

５月14日（月）・６月４日（月）午前10時～正午乳幼児

相 談 ・ 教 室 日 時 ・ 定 員 ・ 予 約 受 付

どなたでも

接　　種　　名 対　　　　象

対　　　　象

日 時 ・ 受 付 場　　　所

保健センター

保健センター

保健センター

第１期初回：生後３か月～90か月未満（できるだけ初回を
　　　　　　12か月までに）３～８週間隔で３回接種
第１期追加：３回目終了後12か月～18か月の間に１回接種

３ 種 混 合
（ジフテリア・
　破傷風・百日咳）

５月22日（火）
午後１時～２時15分
次回は６月18日（月）

５月14日（月）・28日（月）午後１時～２時

生後３か月～６か月未満　１回接種Ｂ Ｃ Ｇ
５月29日（火）
午後１時30分～２時
次回は６月26日（火）

注）①毎月10日までの健康スケジュールは、前月号に掲載しています。
　　②個別通知を行う乳幼児健診の掲載は省略していますのでご了承願います。
　　　なお、「平成19年度健康づくり日程表」には、乳幼児健診をはじめ、予防接種・成人の検診等、定例事業を
　　　掲載していますので、大切に保存してください。

※母子手帳の
受付は正午～

　先月に引き続き、去る2月15日に開催したC型肝炎講演会から最新情報の
要旨をお知らせします。

保健センター通信

◆長期持続型インターフェロン治療が可能に！！

▼対象　慢性肝炎が進行してしまっている場合、または毎

週２～３回の注射でも肝臓の数値が安定しない場合

＜一例＞

　Ａ子さんの場合、長期持続型インターフェロン治療をす

る前の肝臓の状態は肝硬変の一歩手前でした（ＧＰＴが138

・血小板が9.8・ウイルスが138）。しかし、長期持続型イン

ターフェロン治療を２～３週間に一度のペースで１年間続

けると、肝機能の状態はＧＰＴが23、血小板が15.7と、か

なり改善され、ウイルスは消失しました。

◆インターフェロン＋内服治療（リバビリン）の適応範囲

　が拡大！！

　一度インターフェロン治療をして効かなかった方に対し

ても、内服薬との併用治療や、再投与が保険適応で受ける

ことができるようになり、治療の選択肢が増えました。

◆最もインターフェロンが効きにくいとされるタイプ（Ⅰ

　ｂ型かつ高ウイルス量症例）に対する著効率（※１）が向

　上！（2004年時点）

　インターフェロン単独治療（24週）が開始された1992年

ではわずか２％であった著効率が、2004年にはペグインタ

ーフェロン＋内服（リバビリン）併用治療を48週間実施し

た場合、48～63％まで飛躍的に伸びています！

（※１）著効とはウイルスが消え、肝機能値が基準値にな

ることです。

C型肝炎最新情報　パート２

インターフェロン治療は飛躍的に向上しています

●Ｃ型肝炎に関して詳しいことをお知りになりたい

　場合は、保健センターまでお問い合わせください。　

 　　　　　　　　　▼保健センター　☎492－2424
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淡輪幼稚園

　６月から幼稚園で親子登園を行い

ます。幼稚園で楽しく遊びましょう。

▼募集対象

　岬町在住で、淡輪幼稚園に通園で

き、平成19年４月現在、２歳・３歳

になった未就園児とその親

▼日程　月１度・年間10回

　　　　午前９時30分～11時

▼費用　年間1000円（材料費・おや

つ代として）と保険代

▼申込期間

　5月21日（月）～5月25日（金）

　午前９時～午後４時［随時受付］

※申込用紙は幼稚園にありますので､

園にきて、お申し込みください。

▼問合せ　淡輪幼稚園 ☎494－3001

◆親子登園の参加者募集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「宅地防災月間」は、宅地造成工事などによって起こる崖崩れや土砂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の流出による災害発生を未然に防ぎ、宅地災害をなくそうという目的

で実施しています。大阪府では、期間中に市町村や消防、警察などの関係機関と協力して、さまざまな事業を実施しま

す。ご家庭でも自宅の周辺を点検し、早急に適切な処置をしておくことが必要です。

　なお、自分で簡単に点検できる「石積み・ブロック積みよう壁の自己診断マニュアル」を、岬町役場地域振興課及び

各府民プラザ（各府民センタービル内）で無料配布しています。

　　　　　　　　　　　　　▼問合せ　大阪府 住宅まちづくり部 建築指導室 建築企画課　☎06－6941－0351（代）

　全国人権擁護委員連合会では、

６月１日を「人権擁護委員の日」

と定め、人権擁護委員の能力向上

と、地域での人権尊重思想の普及

高揚を図るため、全国的に啓発活

動を行っています｡

●特設人権相談所開設！

　岬町では、啓発活動の一環とし

て、「特設人権相談所」を開設し

ますので、お気軽にご相談くださ

い。（相談無料・秘密厳守）

▼日時　６月１日（金）

　　　　午前10時～午後４時

▼場所　岬町役場　相談室

▼問合せ

　人権推進課　☎492－2773

　淡輪ヨットハーバーでは、より多くの方に海と親しんで頂くために、ボート

・ヨット体験試乗会を開催します。ベテランのシーマンが、船の素晴らしさ、

海の魅力、醍醐味など海の世界にご案内します。

▼日時／場所　６月３日（日）午前９時～午後４時／淡輪ヨットハーバー

▼募集定員　モーターボート 20名、セーリングクルーザー 60名、セーリングディンギー 30名

▼参 加 費　１人300円（保険料相当額）

▼参加資格　小学生以上の人（小学生は保護者同伴）

▼申込方法　往復はがきに、参加者全員の希望時間（午前・午後）、試乗会の

　　　　　　参加回数、モーターボート・セーリングクルーザー・セーリング

　　　　　　ディンギーの別、住所、氏名、生年月日及び電話番号を明記して

　　　　　　お申し込みください。

　※申込時に記載された個人情報は、本試乗会以外の目的では使用しません。

▼申込期間　５月１日（火）～５月25日（金）消印有効

　　　　　　（新規参加者優先、先着順で定員に達し次第締め切ります。）

▼申 込 先　（財）大阪府マリーナ協会（岬町淡輪6190）　☎494－2335

●所庭開放

○とき・ところ

　５月10日（木）多奈川保育所

　５月17日（木）深日保育所

　５月24日（木）淡輪保育所

　　いずれも午前10時～11時

○内容　所庭遊び・子育て相談

○持ち物　着替え・帽子・タオル・お茶

○問合せ　淡輪保育所 ☎494－3567

　　　　　深日保育所 ☎492－4955

　　　　　多奈川保育所 ☎495－5001

●幼児教室

○とき・ところ

　５月25日（金）午前10時～11時

　子育て支援センター

○対象　１歳児～就学前児　

○内容　室内遊び・子育て相談　

○持ち物　着替え・帽子・タオル・お茶

○問合せ

　多奈川保育所　☎495－5001

所庭開放＆幼児教室！所庭開放＆幼児教室！所庭開放＆幼児教室！所庭開放＆幼児教室！
（無料・予約不要）

　親子の交流や仲間づくりの場とし

て保健室を開放します。

○と　き　第１～第４水曜日

　　　　　午前10時～正午　

○ところ　保健センター

○内容

　５/23　おもちゃライブラリー

　６/６　絵本とわらべうたで遊ぼう

　※それぞれ10時30分からです。

○問合せ

　保健センター　☎494－2424　

ほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブ
お気軽にご利用ください！

「人権擁護委員の日」
特設人権相談開設

宅地防災月間 －5月1日～31日－

大阪府マリーナ協会　ボート・ヨット体験試乗会開催！

　平成19年度

労働保険の年度更新手続きは

5月21日（月）までに！

　岸和田労働基準監督署

☎431－3939

事業主のみなさまへ
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　児童手当法の改正により、４月１

日から３歳未満の乳幼児の養育者に

対する児童手当の額が、第１子及び

第２子について倍増され、出生順位

にかかわらず一律月１万円となりま

した。

※現在受給されている方は特に手続

きを行う必要はありません。

【注意点】

①３歳未満までは一律、月額１万円

となりますが、３歳到達後の翌月か

らは、第１子・第２子の手当額は５

千円となります。

②３歳以上の児童手当の額は、第１

子・第２子が月額５千円、第３子以

降が月額１万円の現行どおりです。

▼問合せ

　子育て支援課　☎492－2709

　児童手当は、児童を養育している

方に、家庭における生活の安定と、

児童の健全な育成・資質の向上に資

することを目的に支給されています。

▼支給対象

　12歳到達後の最初の３月31日まで

の間にある児童（小学校修了前の児

童）を養育している方に支給されま

す。ただし、基準となる所得が一定

額以上の場合には支給されません。

▼支給手続き

　児童を養育する家計の主たる生計

維持者が申請し、住所地の市区町村

長（公務員の方は勤務先）の認定を

受けてください。（申請した翌月分

から支給されます。）

▼支払時期

　原則、毎年２月、６月、10月

　（それぞれの前月分までを支給）

▼所得制限限度額

　前年（１月から５月までの月分に

ついては前々年）の所得額で判定し

ます。

※所得税法に規定する老人控除対象

配偶者または老人扶養親族がある者

についての所得額ベースの限度額は、

前記の額に当該老人控除対象配偶者

または老人扶養親族１人につき６万

円を加算した額が限度額となります。

　また、所得制限限度額は年によっ

て変更されることもありますので、

詳しくはお問い合わせください。

０人

１人

２人

３人

４人

５人

４６０

４９８

５３６

５７４

６１２

６５０

所得制限限度額表　（単位：万円）

扶養親
族の数

自営業者
（国民年金加入者）

５３２

５７０

６０８

６４６

６８４

７２２

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

◆介護支援専門員の資格を
　お持ちの方へ
　介護支援専門員の登録に関する手

続きが改正され、新登録番号（大阪

府の場合27から始まる８桁の番号）

をお持ちでない方は、都道府県での

高 齢 福 祉

子育て支援

◆3歳未満の乳幼児の養育
　者に対する児童手当制度
　が拡充されました　ユーザーＩＤとパスワードを取得

すると、インターネットでご自身の

年金加入記録をいつでも閲覧できる

「年金個人情報提供サービス」が利

用でき便利です。

▼登録方法

　社会保険庁ホームページから登録

できます。登録の際には、基礎年金

番号が必要ですので、年金手帳また

は基礎年金番号通知書をご用意くだ

さい。年金手帳を紛失した場合は、

貝塚社会保険事務所にご相談くださ

い。

【社会保険庁ホームページ】

　http//www.sia.go.jp/

▼確認できる情報

①これまで加入されている公的年金

制度の加入履歴（加入制度、事業所

名称、資格取得・喪失年月日、加入

月数等）

②国民年金の保険料納付状況

③厚生年金・船員保険の標準報酬月

額、標準賞与額など

※提供する記録は毎月１回更新しま

す。24時間いつでも確認できます。

▼問合せ

　貝塚社会保険事務所　☎431－1122

◆年金加入記録提供サービ
　スをご利用ください

※この申出を行った場合には、年金

はさかのぼって支給されません。ま

た、年金額が増額されることはあり

ません。

▼問合せ

○ねんきんダイヤル

　年金被保険者 ☎0570－05－1165

　年金受給者 ☎0570－07－1165

○貝塚社会保険事務所 ☎431－1122

手続きが必要です。

　詳しくは、大阪府のホームページ

で内容をご確認のうえ、所定の手続

きを行ってください。なお、手続き

のための登録票は役場の介護保険係

でも配付します。

【大阪府ホームページ】

　http://www.pref.osaka.jp/

　　　　　korei/care/index.html

▼問合せ

　大阪府 高齢介護室 介護支援課

　　☎06－6941－0351（内線4475）

◆児童手当制度について

《改正前》

　○第1子・第2子 月額 5,000円

　○第3子以降　　月額10,000円

《改正後》

　○第1子・第2子、第3子以降

　　　　　　　　 月額10,000円

商業統計調査は、商業の実態を明ら

かにし、国や都道府県・市町村にお

ける流通産業施策の基礎資料となる

ものです。

　５月下旬から調査員が各事業所に

伺いますので、ご協力をお願いしま

す。

▼問合せ　企画人事課　☎492－2775

卸売業・小売業を
営む事業所のみなさまへ

６月１日　商業統計調査
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　厚生年金保険などの年金制度の改

正が順次実施され、平成19年４月か

ら次のとおり変更されています。

▼70歳以上の方でも、会社にお勤め

の場合には、老齢厚生年金の全額ま

たは一部の額が支給停止となる場合

があります

　70歳以上の方でも、厚生年金の適

用事業所にお勤めで、老齢厚生年金

と賃金の合計額が48万円を上回ると

きは、老齢厚生年金の全額または一

部の額が支給停止となります。

　ただし、昭和12年４月１日以前生

まれの方は対象となりません。

【手続き】　

　厚生年金の適用事業所の事業主は、

70歳以上の従業員に係る雇用、退職

または賃金等に関する届書を、社会

保険事務所へ提出してください。

※ご本人からの手続きは不要です。

▼今すぐ年金を受ける必要のない方

は、老齢厚生年金を66歳以降に増

額して受けられるようになりました

　65歳から老齢厚生年金を受けるこ

とができる方が、65歳からは受けと

らずに、66歳以降に支給の繰下げの

申出をした場合は、そのときから増

額された老齢厚生年金を受けること

ができます。

　なお、老齢基礎年金については、

従来から繰下げ支給の制度がありま

年　　金

◆年金制度改正のお知らせ

す。

【手続き】　

　老齢厚生年金の支給を繰り下げて

増額された老齢厚生年金を受けよう

とされる方は、所定の請求書を社会

保険事務所へ提出してください。

▼遺族厚生年金制度が見直されまし

た

（１）65歳以上の方の遺族厚生年金

の支給方法の見直し

　遺族厚生年金と老齢厚生年金等の

受給権がある65歳以上の方は、ご自

身の老齢厚生年金等は全額支給され、

遺族厚生年金はご自身の老齢厚生年

金等に相当する額が支給停止され、

その差額のみの支給となります。

※平成19年４月１日前に遺族厚生年

金を受ける権利を有し、かつ、すで

に65歳以上の方（昭和17年４月１日

以前生まれの方）は、この新しい仕

組みの対象となりません。

【手続き】　

　遺族厚生年金を請求する方が、老

齢厚生年金等を受ける権利を有して

いるときは、遺族厚生年金の支給額

を決定する必要があるため、遺族厚

生年金と同時に老齢厚生等の請求を

していただくことが必要です。

（２）若齢期の妻の遺族厚生年金制

度の見直し

　夫の死亡時に30歳未満で子を養育

しない妻等に対する遺族厚生年金は、

５年間の有期給付となりました（子

を養育しなくなったときに妻が30歳

未満の場合には、その時点から５年

間）。

　また、妻に対する遺族厚生年金に

加算される中高齢寡婦加算（年間

594,200円）は、夫の死亡時に40歳以

上である妻に、65歳に到達するまで

の間、支給されることとなりました

（従来は夫死亡時35歳以上である妻

に対して40歳から支給）。

※平成19年４月１日前にすでに受給

権が発生した遺族年金は、この新し

い仕組みの対象となりません。

▼離婚時の厚生年金の分割制度が導

入されました

　平成19年４月１日以後に離婚され

た場合に、その離婚期間中の厚生年

金の保険料納付記録を、当事者間で

合意した割合に基づき分割すること

ができる制度です。

　分割を受けた方は、ご自身の支給

開始年齢から、分割後の厚生年金の

保険料納付記録に基づく老齢厚生年

金を受給することになります。

　ただし、老齢厚生年金を受給する

ためには、ご自身の年金加入期間

（分割を受けた期間を除く。）が、

原則25年以上必要です。

【手続き】

　年金分割の請求書に戸籍謄本や分

割割合を定めた必要書類を添付して

社会保険事務所へ提出してください。

※当事者の合意または裁判手続によ

り分割割合（50％上限）を定める必

要があります。

※社会保険事務所において、年金分

割のために必要な割合等に関する情

報提供を行っています。

※年金分割は、原則として、離婚を

した日の翌日から２年以内に請求す

る必要があります。

▼本人からの申出により、年金を受

け取らないことができます

　ご自身の判断で、年金を受け取ら

ないという選択ができます。

　年金を受け取らない旨の申出をし

たときは、その翌月分から年金の支

給が停止となります。なお、過去に

さかのぼって申出をすることはでき

ません。

　また、いつでも将来に向かって年

金の受取りを再開することができま

す。再開する旨の申出をしたときは、

その翌月分から年金が支給されます。

◎5月18日（金）までに電話でお申し込みください。締切日に近づくと電話が

混みあいますので、お申し込みはお早めにお願いします。

◎家電製品は、形が小さくても粗大ごみになります。

◎粗大ごみ等を直接持ち込む場合は、認印をご持参のうえ、美化センターで手

　続きを済ませ、センター職員の指示に従い処分してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民生活課　生活環境係

淡輪地区　14・15・16・17・18・19・20区
深日地区　若宮・北出・中出・南出・千歳・陸出・向出北・
　　　　　  向出南・兵庫・門前・岬公園・白雲台北

申 込 先　☎４９２－６４０８

5月の粗大ゴミの受付は次の地区が対象です
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　納税には口座振替便利です。預貯

金をされている金融機関や郵便局へ、

通帳に使用されている印かんを持参

して口座振替日の２か月前までにお

申し込みください。５月末までに手

続きを済ませますと、平成19年度第

２期分からの固定資産税及び町府民

税の引き落としができます。

▼問合せ

　税務課 納税係 ☎492－2765

平成19年度の所得税額・住民税額について

　地方分権を進め、身近な地方公共団体がしっかり仕事をできるようにするた
め、国税（所得税）から地方税（住民税）へ３兆円の税金が移し替えられます。

　この税源移譲によって、所得税と住民税とを合わせた全体の税負担が変わる

ことは基本的にはありません。

　なお、税源移譲によって、ほとんどの方は、所得税が平成19年１月から減っ

ており、住民税が平成19年６月から増えることとなります。

　ただし、景気回復による定率減税の廃止や、みなさんの収入の増減など、別

の要因により、実際の負担額は変わりますのでご留意ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　▼問合せ　税務課　課税係　☎492－2752

　300万円

　500万円

　700万円

 1,000万円

　合　計住民税所得税

 1,130,000

　　9,000

　135,500

　293,500

　539,500

　　　  0

　 59,500

　165,500

　590,500

●夫婦＋子ども2人の場合の例（※年額）

※夫婦＋子ども2人の場合、子どものうち1人を特定扶養親族に該当するものとして
　います。また、一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

◆職業相談

象に、就労の支援をします。問合せ

は、地域就労支援センター ☎492－

0341まで。

　月、火、木、金曜日（祝日は除く）

の午前11時～午後５時。予約受付は、

文化センター ☎492－0304まで。

税

◆口座振替のおすすめ

　自動車税の納期限は５月31日（木）です。金融機関、府内の郵便局、コンビ

ニエンスストアで納期限までにお納めください。

　　　　　　　　　　　　　▼問合せ　大阪府泉南府税事務所　☎439－3601

10％ 10％

20％
23％

33％

40％

5％

20％

30％

37％
税率4段階

税率
6段階

所得税

5％

10％ 10％比例税率
13％

住民税

移譲前 移譲後

=
3％

8％
10％

2％ 2％ 3％

＋ 所得税 住民税＋

4％府民税

町民税 6％

税源移譲後（単位：円）

　合　計住民税所得税

9,000

195,000

459,000

1,130,000

9,000

76,000

196,000

442,000

0

119,000

263,000

688,000

税源移譲前（単位：円）

　　9,000

　195,000

　459,000

給与収入

【平成19年度税目別納付期限】

　納付期限までに、お近くの金融機関でお納めください。口座振替（又は郵

便自動振込）をご利用の方は、預貯金残高をお確かめください。

　　　　　　　　　　　　　　　▼問合せ　税務課　納税係　☎492－2765

全期 第１期 第２期 第３期 第４期

固定資産税 ５月31日 ５月31日 7月31日 10月１日 11月30日

町 府 民 税

軽自動車税

７月２日 ７月２日 ８月31日 10月31日 12月25日

５月30日

期別
税目

5月は固定資産税第1期分・軽自動車税の納付月です

大阪府泉南府税事務所から自動車税納付のお知らせ

　泉南警察署では、地域のみなさ

まと協力して、犯罪のない安全で

安心な社会の実現をめざし、ひっ

たくり・ドロボウ・子どもに対す

る犯罪被害防止のため「春の地域

安全運動」を実施します。

◆期間中のイベント

　「春の警察キャンペーン」

○日時　５月12日（土）

　　　　　午前９時～正午

　　　　　　（※雨天中止）

○場所　みさき公園内　芝生広場

○内容　白バイの試乗体験など

▼問合せ

　泉南警察署　☎471－1234

春の地域安全運動
5月21日（月）～30日（水）

移譲前も移譲後も
個々の納税者の

負担合計は同じです

　平成18年度分申告所得税の延納分

の納付日は平成19年５月31日（木）と

なっております。

▼問合せ

　　泉佐野税務署　☎462－3471

◆申告所得税の延納について
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人　口
男
女

　７，８０４　 （＋１８）

１８，９１７人（＋１０）

　９，９７３人（＋１９）
　８，９４４人（－ 　９）　

INFORMATION

お知らせお知らせ
　５月９日（水）、23日（水）、午

後２時～５時、役場相談室で。定員

６名。予約受付は、秘書課 ☎492－

2769まで。

　国や公団、公社などの仕事につい

て「困っている」「こうしてほしい

」「どこの窓口に行けばよいかわか

らない」などありませんか。このよ

うなときには、行政相談委員にご相

談ください。

■岬町の行政相談委員が２名になり

ました

　４月から、笠間幹子さんが新しく

行政相談委員として岬町で活動され

ます。

　○齋藤瑠美

　　淡輪886－1　☎494－3539

　○笠間幹子

　　淡輪1460　☎494－3205

　5月の行政相談は、5月22日（火）

午前10時～正午、役場相談室で。問

合せは秘書課　☎492－2769まで。

■役場相談室

　５月18日（金）午後１時30分～３

時。予約受付は、地域福祉課 ☎492

－2700まで。

■「まつのき園」相談室

　平日８時45分～17時。申込は来所

・訪問・電話・ＦＡＸ・メール等で。

なお、緊急の電話対応は、転送電話

により、相談員が携帯電話で24時間

対応します。問合せは、「まつのき

園」相談室 ☎471－6863／FAX471－

6868／ 　　satsuki-matsunoki@car.ocn.

ne.jpまで。

■岬町地域包括支援センター

　土日祝日を除く午前９時～午後５

時30分（役場 高齢福祉課内）☎492

－2716

■在宅介護支援センター淡輪園

　年中無休・24時間体制。問合せは

☎494－0789まで。

　電話、面接、訪問による相談。

　５月18日（金）、午後１時30分～

３時。就学相談は随時受付。問合せ

は、指導課 ☎492－2719まで。

　５月11日（金）午後１時～４時、

役場相談室で。消費生活専門相談員

が相談に応じます。予約受付は、地

域振興課 ☎492－2749まで。

■役場相談室

　５月１日（火）、15日（火）午後

１時30分～３時。問合せは、人権推

進課 ☎492－2773まで。

■岬町人権多奈川地域協議会

　月・火・木曜日（祝日は除く）の

午前９時～午後５時。問合せは、岬

町人権多奈川地域協議会（文化セン

ター内） ☎492－3270まで。

■岬町人権淡輪地域協議会

　水・金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時。問合せは、岬町人

権淡輪地域協議会 ☎494－1508まで。

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時。生活上のさまざま

な困難を抱えた人に適切な助言を行

います。問合せは、文化センター ☎

492－0304まで。

◆法律相談

◆総合生活相談

◆人権相談

◆行政相談

◆介護相談

◆障害者相談

◆進路選択支援相談

◆教育相談

◆消費者相談

ee

身近な相談相手 行政相談委員　

春の行政相談週間
5月21日～27日

役場へのお電話は各係の

直通番号へお願いします

役場本庁

淡輪 公民館

ふれあい

センター

センター

保健

救急車 消防車

ダイヤルイン

494-0300

495-0003

492-2424

119

月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時30分。進路選択にあ

たっての適切な助言を行います。問

合せは、学校教育課 ☎492－2719ま

で。

相　　談

◆地域就労支援相談
　月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時。就労困難な方を対
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◆5月8日（火）～13日（日）まで「カレーライス」を

　通常480円→400円にて提供します。

レストラン ちのみ とくとく情報レストラン ちのみ とくとく情報

日 月 火 水 木 金 土

4 5

6

13

20

27

7 8 9 11 12

14 15 16 17

10

31 2

18 19

21 22 23 24 25 26

29 30 31

５ 

カレンダー

＝
休
館
日

ピアッツァ５

 月

○開催日　5月27日（日）13：30～（ロビー）

○指　導　荒木タミ子先生　　○費　用　500円

○申込・問合せ　まちづくり住民会議

　　　　　　勝野 ☎492－4633・辻 ☎492－3886

岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会
童謡をうたう会

①お風呂脱衣所の排気ダンパー（空調機）の劣化を改修し

　ました。

②男子お風呂内、サウナ室の壁の劣化について改修作業を

　行いました。

プール＆ゆう湯うプール＆ゆう湯うプール＆ゆう湯うプール＆ゆう湯う からのお知らせ

のお知らせ

◆5月5日（土）「こどもの日」プール無料開放！　

○対象　岬町在住で中学生以下の方（小学３年生以下は

　　　　保護者の付き添いが必要。※保護者は有料。）

ピアッツァ5では楽しい催しがいっぱい！

一度遊びにきませんか？

「広報岬だより」広告募集!!（有料）「広報岬だより」広告募集!!（有料）
　町内の産業振興を図り、商品やサービスなどに関する情報を提供するため、「広報岬だより」に毎号広告を掲載すること
ができます。広告掲載を希望される町内事業者のみなさまは、下記広告取次業者までお問い合わせください。

◆平成19年度広告取次業者
　株式会社ジェイシーアイ　☎06－6569－1616
　谷総合企画事務所　　　　☎090－8205－0276（担当：谷）
　岬町商工会　　　　　　　☎492－3311

■発行部数：8,000部（町内全世帯・官公庁等）
■広告サイズ：全１段（Ｈ47mm×W183mm）
　　　　　　　１段の半分（H47mm×90mm）
■広告料金：全１段＝42,000円（税込）／1枠
　　　　　　１段の半分＝21,000円（税込）／1枠

センター補修工事と補修作業が完了！

◆5月26日（土）「ふろの日」ゆう湯う無料開放！　

○対象　岬町在住で65歳以上の方・障害者の方

※プール・ゆう湯うのご利用には、「利用登録カード」
　または「当日入館許可証」が必要です。
※初めてご利用の方は、利用登録カードを作成します
　ので、保険証や障害者手帳等の公的な証明書をご持
　参ください。

囲碁・将棋大会参加者募集！

○開催日時　6月17日（日）

　　　　　　10：00～

○場　　所　和室2・3

○対　　象　囲碁・将棋経験者

○参 加 費　無料（昼食は各自負担）

　※レストランちのみでは、参加者の方に「ふれあい

　　定食」通常600円→500円にて提供します！

　　　（当日、チケットを発行します。）

○申込・問合せ　総合管理事務所　☎495－0003　

～申込期間　5月20日（日）～6月10日（日）～

○開催日程　5月中旬～7月上旬

　　　　　　10：00～12：00（土・日・休館日を除く）

○使用コース　4コース

※上記の日程でプールを使用させていただきます。期間

　中、みなさまのご理解とご協力をお願いします。

小学校水泳授業小学校水泳授業

28
※電話申込不可。総合管理事務所窓口にお申し込みくだ
　さい。
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